
２年 領域（Ａ） 

 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

た
し
算
の
ひ
っ
算 

・既習事項を活用

し，活動に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

 

・２位数の加法計算のしかたを，数のしく

み（十進位取り記数法）に着目して考え

ている。 

・筆算は計のしくみ（十進位取り記数法）

をもとにしていることに着目して，繰り

上がりのある場合の筆算のしかたを考

えている。 

・２位数＋１，２位数＝２位数（繰

り上がりなし）の筆算ができる。 

・２位数＋２位数＝２位数（繰り上

がりあり）の筆算ができる。 

・２位数＋１，２位数＝２位数（繰

り上がりあり）の筆算ができる。 

・２位数＋１，２位数＝２位数の加

法計算ができる。 

・２位数＋２位数＝２位数

（繰り上がりなし）の筆

算のしかたを理解してい

る。  

・加法について交換法則が

成り立つことを理解して

いる 

ひ
き
算
の
ひ
っ
算 

・既習事項を活用

し，活動に取り組

もうとしている。 

 

・２位数の減法計算のしかたを，数のしく

み（十進位取り記数法）に着目して考え

ている。 

・筆算は計のしくみ（十進位取り記数法）

をもとにしていることに着目して，繰り

下がりのある場合の筆算のしかたを考

えている。 

・求大の場合について，図から１対１対応

の関係を読み取り，加法の式にあら表し

てよいことを説明できる。 

・２位数－１，２位数（繰り下がり

なし）の筆算ができる。 

・２位数－２位数（繰り下がりあり）

の筆算ができる。 

・２位数－１，２位数（繰り下がり

あり）の筆算ができる。 

・２位数－１，２位数の減法計算が

できる。 

・２位数－２位数＝２位数

（繰り下がりなし）の筆

算のしかたを理解してい

る。  

・減法と加法の関係を用い

ると，減法の答えを加法

で確かめられることを理

解している。 

・求小の場合も減法の式に

表してよいことを理解し

ている。 

３
け
た
の
数 

・身の回りのものを

１０や１００の

まとまりにして

数えようとして

いる。 

・ものの個数を数え

ようとしている。 

・活動に取り組もう

としている。 

・１００を単位としたり数の構成に着目し

たりして数をとらえている。 

・２位数の数系列のりかいをもとに，３位

数の数系列を考えている。 

・３位数を読んだり書いたりするこ

とができる。 

・１０を単位として数をとらえるこ

とができる。 

・３位数の各位の数字はそ

れぞれ１００，１０，１

の単位の個数を示してい

ることを理解している。 

・百を１０個あつめた数を

「千」といい，１００と

書くことを理解してい

る。 

計
算
の
じ
ゅ
ん
じ
ょ 

・３口の数の加法計

算のしかたを工

夫しようとして

いる。 

 

・３口の数の加法計算を，（ ）  

 を用いて表した式を１つの数と見て，２

口の数の計算にとらえ直している。   

・３口の数の加法計算を結合法則を

用いて工夫して計算できる。 

・結合法則や（ ）の用い

方を理解している。 

た
し
算
と
ひ
き
算
の
ひ
っ
算 

・既習事項を活用

し，活動に取り組

もうとしている。 

 

・既習の加法とのちがいを認め，既習の筆

算の原理・手順を適用して，２位数＋２

位数＝３位数（百の位へ繰り上がりあ

り）を考えている。 

・２位数＋２位数＝３位数（十，百の位へ

繰り上がりあり）の筆算のしかたを既習

事項をもとに考えている。 

・既習の減法との違いを認め，既習の筆算

の原理・手順を適用して，３位数－２位

数（十の位へ繰り下がりあり）を考えて

いる。 

・３位数－２位数（一，十の位へ繰り下が

りあり）の筆算のしかたを既習事項を元

に考えている。 

・３位数－１，２位数（一，十の位へ波及

的繰り下がりあり）の筆算のしかたを既

習事項を元に考えている。 

・２位数＋２位数＝３位数（十，百

の位への繰り上がりあり）の筆算

ができる。 

・２位数＋１，２位数＝３位数（百

の位へ波及的繰り上がりあり）の

筆算ができる。 

・３位数－２位数（一，十の位へ繰

り下がりあり）の筆算ができる。 

・３位数－１，２位数（一，十の位

へ波及的繰り下がりあり）の筆算

ができる。 

・２位数＋１，２位数＝３位数とそ

の逆の減法の計算ができる。 

 

 



か
け
算
（
１
） 

 ・５の段の九九と同じ考えを用いて２の段

の構成を考えている。 

・乗法の場面を式に表したり，式を

読んだりすることができる。 

・乗法の答えを被乗数を乗数の数だ

け累加する方法で求めることがで

きる。 

・５の段の九九を唱えることができ，

それを用いて身の回りの問題を解

決することができる。 

・数量の関係を「単位とす

る大きさ」の「いくつ分」

ととらえることができ

る。 

・５の段の九九の構成のし

かたを理解している。 

か
け
算
（
２
） 

・乗法について成り

立つ性質などを

多様に用いて，九

九を構成しよう

としている。 

・６の段の九九の構成を見直しながら，乗

法について成り立つ性質を考えている。 

・７の段の九九の構成を見直しながら，乗

法について成り立つ性質を考えている。 

・既習の九九について成り立つ性質が８の

段でも成り立つことに着目して８の段

の九九の構成のしかたを考えている。 

・６の段の九九を唱えることができ，

それを用いて身の回りの問題を解

決することができる。 

・７の段の九九を唱えることができ，

それを用いて身の回りの問題を解

決することができる。 

・８の段の九九を唱えることができ，

それを用いて身の回りの問題を解

決することができる。 

 

４
け
た
の
数 

・身の回りのものを

１０や１００や

１０００のまと

まりにして数え

ようとしている。 

・既習事項を活用

し，活動に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

・２位数，３位数の表し方から類推して４

位数の表し方を考えている。 

・１００をもとにした数の相対的な大きさ

（乗法的，除法的）をとらえている。 

・数直線の目盛りの大きさを数の相対的名

大きさをもとにとらえている。 

・１０００のまとまりに着目して，１００

００の大きさをとらえている。 

 

・具体物の個数を位取りの原理をも

とに書き表すことができる。 

 

・４位数の各位の数字はそ

れぞれ１０００，１００，

１０，１の単位の個数を

示していることを理解し

ている。 

・千を１０個集めた数を「一

万」といい，１００００

と書くことを理解してい

る。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



２年 領域（Ｂ） 

 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

あ
し
た
は
え
ん
そ
く 

・自分の生活を時刻と対応して

とらえようとしている。 

・時刻の読みを日常生活に生か

そうとしている。 

・簡単なことがらを分類整理し

て，表やグラフに表そうとし

ている。 

 ・１分刻みで時刻を正確に読ん

だり，時刻を時計に表したり

することができる。 

・時計を見て，何時，何時半の

読み取りや表現ができる。 

・１分刻みの時刻の読み方を理

解している。 

・表やグラフで表すよさやその

方法を理解している。 

長
さ
の
た
ん
い 

・既習事項を用いて，長さを比

較する方法を考えようとし

ている。 

・既習事項を活用し，活動に取

り組もうとしている。 

・身の回りのものの長さに関心

をもち，見当をつけて長さを

はかろうとしている。 

・任意単位の限界について考え

ている。 

・数のしくみ（十進位取り記数

法）をもとに，下位単位のつ

くり方について考えている。 

 

・長さをｃｍを単位として測定

することができる。 

・長さをｃｍとｍｍを単位とし

てはかることができる。 

・指定された長さの直線をもの

さしを使って正しくひくこ

とができる。 

・長さを表す単位として「セン

チメートル」という単位を知

り，「ｃｍ」と書くことを理

解している。 

・１ｃｍ＝１０ｍｍの単位関係

を理解している。 

・長さには加法性があることを

理解している。 

長
い
長
さ
の
た
ん
い 

・大きな単位を用いれば長いも

のの長さを小さな数で表せ

るよさに気づき，用いようと

している。 

・測定対象に応じてものさしや

単位を適切に選んではかろ

うとしている。 

・既習事項を活用し，活動に取

り組もうとしている。 

 ・単位を求め，長さを数値化し

て表すことができる。 

・自分の身体をなどをもとにし

て１ｍの長さをとらえるこ

とができる。 

・１ｍ＝１００ｃｍの単位関係

を理解している。 

 

 
２年 領域（Ｃ） 

三
角
形
と
四
角
形 

・色板を使って，いろいろな形

を作ろうとしたり形を変え

ようとしたりしている。 

・ひごを使って，いろいろな形

を作ろうとしている。 

  ・三角形，四角形の定義を理解

している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



３年 領域（Ａ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

か
け
算 

・被乗数・乗数の一方、また

は両方が０の場合も既習の

情報と同じ考え方で立式し

ようとしている。 
・かけ算のきまりを見つけよ

うとしている。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・乗数と積の関係や交換法則

を用いて，×１０の計算のし

かたを考えている。 

・０を含む乗法計算ができる。 
・１０×１位数，１×１０位

数，１０×１０の答えを求

めることができる。 
・ａ×□＝ｂ，□×ａ＝ｂの

□の数を求めることができ

る。  

・かけ算の表の答えの並び方

に着目し，乗法について成

り立つ性質を理解してい

る。 
・乗法について成り立つ性質

を理解している。 

わ
り
算 

・等分除の答えを見つけるの

に，乗法九九を使おうとす

る。 
・包含除の答えを，見つける

のにも乗法九九を使おうと

している。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・操作や答えの見つけ方など

から，等分除と包含除をわり

算として統合的にとらえてい

る。 
・数量関係をとらえるのにテ

ープ図の活用など工夫して考

えている。 

・等分除の事象を除法の式に

表すことができる。 
・等分除の答えを乗法九九を

使って見つけることができ

る。 
・包含除の事象を除法の式に

表すことができる。 
・包含除の乗法九九を使って

見つけることができる。 
・０を含む除法の計算ができ

る。 
・除法計算ができ，それを用

いて問題を解決することが

できる。 

・等分したときの一人分の数

を求めることを除法の式に書

くことを理解している。 
・ａ÷ａ＝１，０÷ａ＝０，

ａ÷１＝ａなどの式の意味

を理解している。 
・ある数がもとにする大きさ

の何倍かを求めるには除法

を用いることを理解してい

る。 

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算 

・わり切れない除法計算を既

習の計算を使って考えよう

としている。 
 
 
 

・わり切れない除法計算を，

既習のわり切れる場合と結

びつけて考えている。 
・場面をとらえて，商に１を

加えた数が答えになること

を筋道立てて説明できる。 

・あまりのある除法の答えを

乗法九九を使って求めるこ

とができる。 
・除法計算（九九１回適用，

あまりあり）ができ，それ

を用いて問題を解決するこ

とができる。 

・あまりは除数より小さくな

ることを理解している。 
・あまりのある除法の答えの

確かめ方を理解している。 
 
 
 

た
し
算
と
ひ
き
算
の
ひ
っ
算 

・３位数＋３位数の筆算のし

かたを既習の筆算をもとに

考えようとしている。 
・３位数－３位数筆算のしか

たを既習の筆算をもとに考

えようとしている。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・２位数の加法の筆算の原

理・手順をもとに，３位数

の加法の筆算のしかたを考

えている。 
・３位数の加法や２位数の減

法の筆算の原理・手順をも

とに，３位数の減法の筆算

のしかたを考えている。 

・３位数＋３位数の筆算がで

きる。 
・３位数－３位数の筆算がで

きる。 
 

 

か
け
算
の
ひ
っ
算
（
１
） 

・２位数×１位数の筆算のし

かたを既習の乗法九九など

をもとに考えようとしてい

る。 
・３位数×１位数の筆算のし

かたを，２位数×１位数の

筆算をもとに考えようとし

ている。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・何十，何百×１位数の計算

を，１位数×１位数の計算

を元にして考えている。 
 

・２位数×１位数（一の位の

数との部分積が２けた）の

筆算ができる。 
・２位数×１位数（十の位の

数との部分積が２けた）の

筆算ができる。 
・３位数×１位数（一，十の

位の数との部分積が２け

た）の筆算ができる。 
・乗法２段階の式を１つの式

に表すことができる。 
・２，３位数×１位数の計算 
 ができる。 
 

 



大
き
い
数
の
し
く
み 

・束ごとに数えるよさに気づ

き，数えようとしている。 
・一億未満の数を探そうとし

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・既習の１００００までの数

のしくみから類推して，一万

～千万の数のしくみも１０個

分の関係になっていることを

とらえている。 
・数を相対的な大きさでとら

えている。 

・千万の位までの数を読んだ

り書いたりできる。 
・数直線上に表された整数を

読んだり，数直線上に整数を 
表したりで  きる。 

・十万未満の数の読み方や書

き方，数の構成を理解して

いる。 
・１０倍した数はもとの数に

０を１個つけた数になるこ

とを理解している。 
・１００倍した数はもとの数

に０を２個つけた数になる

こと，１０でわった数はも

との数の一の位の０をとっ

た数になることを理解して

いる。 

か
け
算
の
ひ
っ
算
（
２
） 

・既習の計算を使って２位数

×２位数野計算や筆算のし

かたを考えようとしてい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・１位数×何十の計算につい

て乗法の結合法則を用いて

考えている。 
・２位数×何十の計算につい

て２位数×１位数の計算を

もとにして考えている。 
・２位数×２位数の計算を既

習の２位数×１位数の計算

に帰着して考えている。 
・１位数×２位数の計算を２

位数×１位数で計算すれば

簡単になることに着目して

考えている。 
・２位数×１位数の暗算を被

乗数を分解して，既習の計

算を元に考えている。 

・２位数×２位数の筆算がで

きる。 
・２位数×２位数の計算がで

き，それを用いて問題を解

決することができる。 

・１位数×何十の計算のしか

たを理解している。 
・２位数×何十の計算のしか

たを理解している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３年 領域（Ｂ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

時
こ
く
と
時
間 

・時刻と時間を区別し，日常

生活の中で両者を使い分け

ようとしている。 
 
 
 
 

 ・ある時刻から一定時間前や

後の時刻をもとめることが

できる。 
・二つの時刻の間の時間や，

時間と時間の和を求めるこ

とができる。 

・１時間＝６０分の関係を理

解している。 
・１日＝２４時間の関係を理

解している。 
・１分＝６０秒の関係を理解

している。 
 

水
の
か
さ
の
は
か
り
方
と
表
し
方 

・長さの学習経験を生かして，

かさの比較のしかたを考え

ようとしている。 
・大きなかさをはかるときの

単位を十進法取り記数法の

原理から考えようとしてい

る。 
・身の回りの容器のかさに関

心をもち，ｍｌ表示された

容器を探そうとしている。 
・いろいろな入れ物のかさを

はかろうとし，はかる際に

見積もりをしようとしてい

る。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・長さの学習経験を生かして，

かさを比較する方法や普遍単

位のよさについて考えてい

る。 

・かさの多少を直接比較，間

接比較の方法で比べること

ができる。 

・大きなかさを表すにはリッ

トルを使い、「ｌ」と書くこと

を理解している。 
・身の回りの容器のかさの多

くは，ミリリットルやリット

ルの単位を使って表されてい

ることが多いことを理解して

いる。 
・かさについても加法性が成

り立つことを理解している。 
 

長
い
長
さ
の
は
か
り
方 

・道のりや距離を身近な生活

と結びつけて考えようとし

ている。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 
 

 ・巻き尺のよさに気づき，い

ろいろなものの長さを巻き

尺を用いて手際よく測定す

ることができる。 
 

・巻き尺を用いる場合とその

使い方を理解している。 
・１ｋｍ＝１０００ｍの単位

関係を理解している。 

重
さ
の
は
か
り
方
と
表
し
方 

・いろいろなものの重さに関

心をもち，重さを比べよう

としている。 
・はかり（上皿ばかり）に関

心をもち，目盛りを読もう

としている。 
・重さをはかる前に見当をつ

けようとしている。 
・はかりについて興味をもち，

調べようとする。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・重さも長さやかさと同じよ

うに，単位を決めて数値で

表すことについて統合的に

考えている。 

・測定する対象や目的に応じ

て，適切な計器を選択し，

重さを測定することができ

る。 
・正味，風袋，全体の関係に

着目して，未知の料の重さ

を求めることができる。 
・いろいろなはかりの目盛り

を読むことができる。 

・秤量１ｋｇのはかりの目盛

りの読み方を理解してい

る。 
・１ｋｇ＝１０００ｇの単位

関係を理解している。また，

秤量４ｋｇ，２ｋｇのはか

りの目盛りの読み方を理解

している。 

 
 
 
 
 



３年 領域（Ｃ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

長
方
形
と
正
方
形 

・身の回りから直角になって

いる部分を見つけようとし

ている。 
・身の回りから，長方形や正

方形の形をしたものを探そ

うとしている。 

・図形の置かれた位置に関係

なく，長方形を認めている。 
・長方形，正方形などの四角

形は，直角三角形の組み合

わせであることを見い出し

ている。 

・三角定規の直角の部分など

を使って，直角調べができ

る。 
・方眼を用いて，長方形や正

方形を書くことができる。 

・長方形の定義を理解してい

る。 
・正方形の定義を理解してい

る。 
・直角三角形の定義を理解し

ている。 

は
こ
の
形 

・箱の形に興味をもち，その

特徴について調べようとし

ている。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・となり合う面や向かい合う

面の特徴や関係をとらえ，

組み立て方を考えている。 

 ・箱の形について，面は６つ

の長方形や正方形で，向か

い合った面は合同であるこ

となどを理解している。 
・箱の形（直方体・立方体）

には，頂点が８つ，面が６

つ，辺は１２あることなど，

図形の構成要素を理解して

いる。 
 
 
 
３年 領域（Ｄ） 

ぼ
う
グ
ラ
フ
と
表 

・落ちや重なりがないことや

合計欄を使って集計の誤り

がないことを確かめようと

している。 
・棒グラフからいろいろなこ

とを読み取ろうとしてい

る。 
・身の回りの事象を調べて，

棒グラフに表そうとしてい

る。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 

・表と棒グラフを比較してグ

ラフの有用性について考え

ている。 
・一次元表と二次元表を比較

して，二次元表の有用性に

ついて考えている。 

・棒グラフから，数量や数量

間の関係を読み取ることが

できる。 
・横軸に数量をとった棒グラ

フでも数量や数量間の関係

を読み取ることができる。 
・棒グラフを書くことができ

る。 
 

・棒グラフを書く手順を理解

している。 
・二次元表のしくみを理解し

ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４年 領域（Ａ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

大
き
い
数
の
し
く
み 

・億の位の数の読み方を、既

習の数と関連づけて調べよう

としている。 
・整数を１０倍した数や１０

でわった数を表すことができ

る。 

・億の数の読み方を、既習の

万の位までの数のよみかたに

着目して考えている。 
・兆の位の数の読み方を、既

習の億の位までの数のよみか

たに着目して考えている。 

・億や兆の位までの数を読ん

だり書いたりできる。 
 

・整数を１０倍した数や１０

でわった数の表し方を理解

している。 

数
を
あ
ら
わ
す
し
く
み 

・十進位取り記数法の有用性

に気づき、大きな数の表し方

に生かそうとしている。 
・古代エジプト数字に関心を

持ち、現在の数字との違いを

調べようとしている。 

 ・０から９までの数字でいろ

いろな整数を表すことができ

る。 

・整数の表し方のしくみを理

解している。 

何
十
、
何
百
の
わ
り
算 

 ・何十、何百や何百何十÷１

位数の計算を、被除数の相対

的な大きさをとらえて、九九

を用いて考えている。 

・相対的な大きさをとらえて

除法の計算ができる。 
 

わ
り
算
の
ひ
っ
算
（
１
） 

・既習の計算をもとに２位数

÷１位数の計算方法を考え

出そうとしている。 
・３位数×１位数の筆算のし

かたを，２位数×１位数の

筆算をもとに考えようとし

ている。 
・既習事項を活用し，活動に

取り組もうとしている。 
・既習の筆算との相違に着目

して考えようとしている。 

・２位数÷１位数の筆算は、

上位から位ごとに進めてい

くことを筋道立てて説明で

きる。 
・３位数÷１位数の筆算を、

２位数÷１位数と同じ手順

で考えている。 
・２つの式を、乗除混合の１

つの式にまとめて表す方法

を説明できる。 

・２位数÷１位数（あまりあ

りで、各位とも割り切れな

い、及び十の位で割り切れ

る）の筆算ができる。 
・３位数÷１位数＝３位数（各

位とも割り切れない）の筆

算ができる。 
・３位数÷１位数＝３位数（商

に空位を含む、及び百の位や

十の位で割り切れる）の筆算

ができる。 
・３位数÷１位数＝２位数（首

位に商が立たない）の筆算が

できる。 

２位数÷１位数（あまりあり）

筆算のしかたを理解してい

る。 
・３位数÷１位数＝２位数（首

位に商が立たない）の筆算の

しかたを理解している。 
・乗除混合、連除の式の計算

しかたを理解している。 

倍
の
計
算 

・数量の関係をとらえるのに、

数直線図などを活用しようと

している。 

・何倍かにあたる数と倍を表

す数から、もとの大きさを求

める式を考えている。 

・何倍かにあたる数と倍を表

す数から、もとの大きさを求

める場合にも、除法を用いる

ことを理解している。 

・ある数が元にする大きさの

何倍かを求めるには、除法

を用いることを理解してい

る。 

小
数 

・身の回りのどんなところに

小数が用いられているか探そ

うとしている。 

・単位の何こ分ととらえて、

既習の整数の計算に帰着して

小数の加減計算を考えてい

る。 
・整数の計算と同じように、

位をそろえるなどして、小数

の加法・減法計算を考えてい

る。 

・数直線上の小数を読む活動

を通して、小数も十進数であ

ることをとらえている。 
・小数の加法・減法の筆算が

できる。 

・小数の位取りや「小数第１

位」の用語を理解している。 
・小数の構成（相対的な大き

さも含む）を理解している。 
 



わ
り
算
の
ひ
っ
算
（
２
） 

・１０を単位として、何十で

わる計算（あまりなし）のし

かたを考えている。 
・２位数÷２位数の計算のし

かたを考えようとしている。 
・仮商をたてやすい除数の処

理のしかたを考えようとして

いる。 
・外国のわり算の筆算のちが

いをみつけようとしている。 

・除数が何十の場合の計算を

もとにして、２位数÷２位数

（仮商修正なし）の筆算のし

かたを考えることができる。 
・仮商のたて方、修正のしか

たを筋道立てて説明してい

る。 
・過小商と過大商のそれぞれ

の仮商修正のしかたを比べて

いる。 
・既習の計算のしかたをもと

に筆算のしかたを考えてい

る。 
・具体的な場面から、被除数、

除数と商の関係を考えてい

る。 

・何十でわる計算（あまりな

し）ができる。 
・何十でわる計算（あまりあ

り）ができる。 
・過大商をたてたときの仮商

修正ができる。 
・過小商をたてたときの仮商

修正の筆算ができる。 
・３位数÷１位数＝１位数の

筆算ができる。 
・２～３位数÷２位数＝１位

数の筆算ができる。 
・３位数÷２位数＝２位数の

筆算ができる。 
・末尾に０のある数の除法の

簡便な計算が正確に出来

る。 
 
 
 

・何十でわる計算（あまりあ

り）のしかたを理解してい

る。 
・３位数÷２位数＝２位数の

筆算のしかたを理解してい

る。 
・商に０が立つ場合（商が何

十）の簡便な筆算のしかた

を理解している。 
・除法の性質を理解している。 
 
 

が
い
数
の
表
し
方 

・概数を用いることのよさに

気づき、用いようとしている。 
・身の回りから概数が用いら

れているものを探そうとして

いる。 
 

 ・四捨五入して概数に表すこ

とができる。 
・目的に応じて資料の数値を

適切に概数処理して折れ線

グラフに表すことが出来

る。 
・四捨五入の方法を理解して

いる。 

・概数の意味を理解している。 
・四捨五入の意味を理解して

いる。 
・概数にするときは何の位を

四捨五入すればよいのかを

理解している。 
 

分
数 

・分数で表すよさに気づき、

いろいろなものの長さを分数

で表そうとしている。 

・2/3m は、１m を３等分し

た２こ分の長さであること

を説明できる。 

・１㍑を等分した大きさを分

数を用いて表すことが出来

る。 
・分数を用いて表した量を数

直線上に表したり、表され

た量の大きさをとらえるこ

とが出来る。 
・整数と同じように単位の何

個分として、仮分数をとら

えることが出来る。 
・仮分数と帯分数の大きさを

比べることが出来る。 

・１m を３等分した１個分の

長さを１m の「三分の一」と

いい、「1/3m」と書くことを

理解している。 
・分数、分母、分子の意味を

理解している。 
・５／５は１であることを理

解している。 
・単位量をこえる大きさは仮

分数や帯分数で表せることを

理解している。 
・・仮分数と帯分数の関係を

理解している。 
・数直線上に表された１／１

０を単位とした分数につい

て、その大きさや小数との対

応関係を理解している。 
 
 

 



４年 領域（Ｂ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

三
角
形
と
角
（
回
転
の
角
の
大
き
さ
） 

・回転角の大きさの変わり方

を調べようとしている。 
・分度器を工夫して用いよう

としている。 
・いろいろな大きさの角を作

ろうとしている。 
・身の回りから、角度を活用

しているものを探そうとし

ている。 
 
 
 
 

・角も他の量と同じように、

単位量のいくつ分と数値化し

て考えている。 
量の加法性に着目して、１８

０°より大きい角度のはかり

方を考えている。 
・ 

・分度器を用いて、角度をは

かることができる。 
・分度器を用いて、角をかく

ことができる。 
・分度器と定規を用いて、二

等辺三角形や正三角形を作

図することができる。 

・半直線が回転すると、いり

いりな大きさの角ができる

ことを理解している。 
・分度器の構造や、１直角＝

９０°の関係を理解してい

る。 
・分度器を用いた角度のはか

り方を理解している。 
・対頂角の性質を理解してい

る。 
・三角定規のそれぞれの角の

大きさを理解している。 
 
 

面
積
の
は
か
り
方
と
表
し
方 

・既習の量の場合と関連づけ

ながら、色々な方法で広さ

の比べ方を考えようとして

いる。 
・１㎡の面積をつくろうとし

ている。 
・大きな面積に関心をもち，

単位の関係を調べようとし

ている。 
・身の回りのものの面積を予

想を立ててから調べようと

している。 
 

・広さを比べるときに、単位

の大きさを決めて数値化して

考えている。 
・長方形、正方形の面積の求

め方を、辺の長さに着目して

考えている。 
・複合図形を長方形に分割す

るなどして、面積の求め方を

工夫している。 

・１c ㎡の何こ分と見て面積

を求めることができる。 
・面積の公式を用いて長方形、

正方形の面積を求めること

ができる。 
・複合図形の面積を求めるこ

とができる。 
・㎡の単位を用いて大きなも

のの面積を表すことが出来

る。 
・長方形、正方形の面積を求

めることができる。 
 

・面積の表し方を理解してい

る。 
・１㎡の大きさを理解してい

る。 
・㎡と c ㎡、k ㎡と㎡の関係

を理解している。 

 
 
 
 
 



４年 領域（Ｃ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

円
と
球 

・円をかく方法を考えようと

している。 
・茶碗などを使って作図した

円の中心の位置を、いろい

ろ工夫しながら見つけよう

としている。 
・コンパスを使って、模様を

かこうとしている。 
・身の回りの円や球の形をし

たものの直径の長さをはか

ろうとしている。 

・ひもや自作コンパスを使っ

た作図を通して、半径はど

れも同じ長さであることを

見い出している。 
・中心の見つけ方を工夫して

考えている。 
・球の切り口は、球の中心を

通る平面で切った場合が最

大であることを見出してい

る。 

・コンパスを使って、指定さ

れた半径の円をかくことが

できる。 
・コンパスで長さを写し取っ

たり、同じ長さに区切った

りすることが出来る。 
・コンパスを使って、模様を

かくことができる。 
・円や球の性質を理解してい

る。 
 

・円の概念及び中心、半径の

意味を理解している。 
・直径の特徴や直径と半径の

関係を理解している。 
・コンパスは長さを写し取っ

たり、同じ長さに区切った

りする機能があることを理

解している。 
・球の概念や性質を理解して

いる。 
 
 

 

 ・となり合う面や向かい合う

面の特徴や関係をとらえ，

組み立て方を考えている。 

 ・箱の形について，面は６つ

の長方形や正方形で，向か

い合った面は合同であるこ

となどを理解している。 
・箱の形（直方体・立方体）

には，頂点が８つ，面が６

つ，辺は１２あることなど，

図形の構成要素を理解して

いる。 
 
 
 
４年 領域（Ｄ） 

関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

折

れ

線

グ

ラ

フ 

・身の回りの事象の変化の様子

を表すのに適したグラフを

考えようとしている。 
・折れ線グラフは、変化の様子

を見るのに便利であること

に気づき、読み取ろうとして

いる。 
・折れ線グラフをかいたり、読

んだりしようとしている。 
・変化の事象を探して、折れ線

グラフに表そうしている。 
 
 

 ・折れ線グラフを読むことが

出来る。 
・折れ線の傾き具合の違いを

読み取ることができる。 
・折れ線グラフをかくことが

できる。 
・折れ線グラフから、未測値

（中間値）を推測することが

できる。 
・表から折れ線グラフをかく

ことができる。 
 
 
 

・折れ線グラフの傾きと変化

の度合いの関係を理解して

いる。 
・目盛りに波線を用いた折れ

線グラフのかき方を理解し

ている。 

 
 
き

ろ

く

を

見

や

す

く

・目的に応じて、資料を工夫し

て分類整理しようとしている。 
・資料を二次元表に表すと、２

つの観点から同時にとらえら

れるよさに気づき、用いようと

している。 

・表にまとめた記録を、見や

すく整理する方法を工夫して

考えている。 

・資料を２つの視点から分類

整理して二次元表に表した

り、その表から資料の特徴な

どを読み取ったりすることが

出来る。 
・目的に応じて分類整理し、

二次元表に表すことができ

る。 
・４つの項目に分類した二次

元表を読み取ることが出来

・資料を２つの視点から分類

整理してそれらをまとめた二

次元表の表し方や読み取り方

を理解している。 
・２つの分類項目をもつ２つ

の観点から、資料を分類整理

する方法を理解している。 



整

理

し

よ

う 

る。 
 

 
 
計

算

の

約

束

を

調

べ

よ

う 
 
 

・２段階構造の問題を１つの式

に表そうとしている。 
・目的に応じた四則混合の式を

つくろうとしている。 
・四則混合計算や、（）を用い

た式の計算ができる。 
 

・２段階構造の問題を１つの

式に表し、簡潔に表現してい

る。 

・（ ）を用いた式の計算がで

きる。 
・２段階構造の問題を１つの

式に表すことができる。 
・３段階構造の式の計算がで

きる。 

・四則混合の式の表し方を理

解している。 
・四則混合の式の計算順序を

理解している。 
 

 
ど

の

よ

う

に

か

わ

る

か

な 

・伴って変わる２つの数量の関

係を調べようとしている。 
・伴って変わる２つの数量の

関係を□や○を用いて式に表

して、簡潔に表現できる。 

・伴って変わる２つの数量の

関係を表に表したり、□や○

を用いて式に表したりして、

変化を考察することが出来

る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5 年 領域（Ａ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

少
数
と
整
数
の
し
く
み 

・ 整数や小数の構成

について考えよう

としている。 
・ 小数の構成につい

て考え、答えを見

つけようとしてい

る。 

・ 1/10 の位までの単位ではかれな

いはしたを表すには、さらに小

さな単位をつくればよいことに

着目できる。 
・ 1/100 の位で考えたことをもと

に、1/1000 の位について考えて

いる。 
・ 整数及び小数は、ともに十進位

取り記数法のしくみで表されて

いることを、小数点の位置と関

連付けて考えている。 

・ 1/1000 の位までの小数に

表したり、それを読んだり

することができる。 
・ 小数を相対的な大きさで

表すことができる。 
・ ０から９までの数字と小

数点を使って、色々な大き

さの数を表すことができ

る。 
・ 整数や小数は十進位取り

記数法で表されているこ

とを理解している。 
 

・ 1/1000 の位までの小数

の表し方、読み方を理解

している。 
・ 小数の大小の比べ方を

理解している。 
・ 小数を 10 倍、100 倍、

1/10、1/100 にしたとき

の、数の表し方を理解し

ている。 
・ 整数や小数を 10 倍、100

倍、（1/10、1/100）する

と、小数点の位置が右

（左）へそれぞれ１け

た、２けた移ることを理

解している。 

小
数
の
か
け
算
と
わ
り
算
（
１
） 

・ 小数に整数をかけ

る計算の意味を、

既習の整数の乗法

計算に関連づけて

考えようとしてい

る。 
・ 小数に整数をかけ

る計算の意味を、

既習の整数の除法

計算に関連づけて

考えようとしてい

る。 
・ 小数の乗法や除法

の計算式について

考えようとしてい

る。 

・ 既習の整数の乗法の筆算をもと

にして、1/10 の位までの小数に

１位数をかける筆算のしかたを

考えている。 
・ 既習の整数の除法をもとにし

て、1/10 の位までの小数に１位

数でわる筆算のしかたを考えて

いる。 
・ あまりを求めるときに、単位と

する小数の何こ分として考える

ことができる。 
・ 小数倍の意味を図などを用いて

説明できる。 

・ 1/10 の位までの純小数に

１位数をかける場合や、積

の 1/10 の位が０になる場

合の筆算ができる。 
・ 1/10 の位までの小数に２

位数をかける筆算ができ

る。 
・ 1/10 の位までの小数に１

～２位数をかける計算が

できる。 
・ 1/10 の位までの小数を１

～２位数でわる筆算（商が

純小数になる場合を含む）

をすることができる。 
・ あまりのある場合の、小数

を整数でわる計算をする

ことができる。 
・ 整数や小数を整数でわっ

て、わり進みをするときの

筆算をすることができる。 
・ 除法によって、小数倍を求

めることができる。 
・ 1/10 の位までの小数を１

～２位数でわる筆算をす

ることができる。 
 
 

・ 1/10 の位までの小数に

２位数をかける筆算の

表し方を理解している。 
・ 1/10 の位までの小数を

１～２位数でわる筆算

（商が純小数になる場

合を含む）のしかたを理

解している。 
・  

概
数 

・ 目的に応じて和や

差を概数で見積も

ろうとしている。 

・  ・ 概数を用いて、和や差を見

積もることができる。 
・  



 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

整
数
を
二
つ
の
仲
間
に
分
け
よ
う 

・整数を偶数と奇数の

観点からみようとし

ている。 

・数直線から偶数と奇数のならび方

を考えている。 
・ 整数を偶数と奇数にわけ

ることができる。 
・ 偶数と奇数の性質を利用

して、正しく類別すること

ができる。 

・偶数と奇数の意味を理解し

ている。 

小
数
の
か
け
算
と
わ
り
算
（
２
） 

・ 電卓を用いて乗法

の計算をしようと

している。 
・ 電卓を用いて除法

の計算をしようと

している。 
・  

・ 既習の整数×整数、小数×整数

などに関連付けて、整数×小数

（1/10 の位まで）の計算のしか

たを考えている。 
・ 整数の乗法の筆算のしかたに帰

着して、1/10 の位までの小数ど

うしをかける筆算のしかたを考

えている。 
・ 数直線上の乗数の大きさと関連

付けて、被乗数と積の大小関係

について考えている。 
・ 既習の整数÷整数、小数÷整数

などに関連付けて、整数÷小数

（1/10 の位まで）の計算のしか

たを考えている。 
・ 整数の除法の筆算のしかたに帰

着して、1/10 の位までの小数ど

うしをかける筆算のしかたを考

えている。 
・ 数直線上で除数の大きさと関連

付けて、被除数と商の大小関係

について考えている。 
・ あまりの小数点の位置を被除数

と関連させて考えている。 
・ 倍を表す数が小数の場合でも、

小数倍に当たる大きさを求める

には、整数の場合をもとに発展

的に考えている。 
・ 倍が小数の場合でも、基準量を

求めるには、整数の場合を元に

発展的に考えている。 

・ 1/10 の位までの小数どう

しをかける計算（末尾の０

を処理したり、０を補う場

合）ができる。 
・ 乗数が小数の乗法計算が

できる。 
・ 1/10 の位までの小数どう

しの除法の計算（商が純小

数や、被除数に０を補う場

合）ができる。 
・ あまりのある場合の小数

の除法計算ができる。 
・ 小数の除法の答えを、必要

に応じて概数で表すこと

ができる。 
・ 除数が小数の除法計算が

できる。 
・ 比較量、基準量が小数の場

合でも、何倍かを除法で求

めることができる。 

・ 小数をかけることの意

味を理解している。 
・ 長方形の辺の長さが小

数の場合も、面積公式を

適用して面積を求めら

れることを理解してい

る。 
・ 小数でわることの意味

を理解している。 



 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

分
数
と
小
数 

・ 除法計算の結果を

積極的に分数を用

いて表そうとして

いる。 
・ 計算の結果や日常

の事象の処理に、

分数を積極的に用

いようとしてい

る。 

・ 同じ大きさの分数の存在につい

て、異分母の場合にまで拡張し

て考えている。 
・ 同分母の真分数どうしの加法計

算のしかたは、単位分数の何個

分ととらえ、既習の整数の加法

計算に帰着して考えている。 
・ 同分母の分数の減法計算のしか

たは、単位分数の何個分ととら

え、既習の整数の減法計算に帰

着して考えている。 
・ 分数の倍について、整数や小数

の場合を元に発展的に考えてい

る。 
・ 大小を比べたり、数直線上に表

したりできることをもとにし

て、小数や分数も整数と同じ数

として統合的に捕らえている。 

・ 同分母分数の加減計算（真

分数どうしの加法とその

逆の減法）ができる。 
・ 整数の除法の商を分数を

用いて表すことが出来る。 
・ 分数を小数や整数になお

すこと、小数や整数を分数

になおすことができる。 
・ 整数の除法の商を分数を

用いて表すことができる。 

・分子が同じ分数の大小を比

べるには、分母の大きさに着

目すればよいことを理解し

ている。 

 



５年 領域（Ｂ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

平
行
四
辺
形
と
三
角
形
の
面
積 

・ 平行四辺形の面積を既習

の図形の求積と関連づけ

て工夫して求めようとし

ている。 
・ 高さを表す垂線の足が平

行四辺形の外にある場合

でも、工夫して平行四辺

形の面積の公式を適応し

ようとしている。 
・ 平行四辺形、三角形の求

積方法を活用して問題を

解決しようとしている。 
 

・ 長方形の面積の求め方面

積の求め方に帰着して、

平行四辺形の面積の求め

方を考えている。 
・ 等積変形した長方形の縦

と横の長さに着目して、

平行四辺形の面積の公式

を考えている。 
・ ２つの数量の関係を、□

や○を用いた式で表し

て、数量の関係を捉えて

いる。 
・ 倍積変形して平行四辺形

にする考えをもとにした

三角形の面積の求め方を

考えている。 
・ 倍積変形した平行四辺形

の底辺の長さと高さに着

目して、三角形の面積の

公式を考えている。 

・ 平行四辺形の面積の公式

を用いて面積を求めるこ

とができる。 
・ 高さを表す垂線の足が三

角形の外にある場合で

も、工夫して三角形の面

積を求めることができ

る。 
・ 平行四辺形、三角形の面

積をいろいろな考え方で

求めることができる。 
 

・ 平行四辺形の面積の求め

方を理解している。 
・ 三角形の面積の求め方を

理解している。 

円
の
面
積
と
面
積
公
式 

・ 円の面積を、単位面積の

考えや既習の図形と関連

づけて求めようとしてい

る。 
・ 曲線図形の面積に興味を

持ち、より正確な求め方

を考えようとしている。 
・ いろいろなものを使って

三角形の面積の公式を導

こうとしている。 

・ 円の面積の求め方を説明

できる。 
・ 公式を用いて円の面積を

求めることができる。 
・ 方眼や三角形の面積をも

とにした、円のおよその

面積の求め方をを理解し

ている。 

 



５年 領域（Ｃ・Ｄ） 
 関心・意欲・態度 考える力 表現処理 知識理解 

垂
直
・
平
行
と
四
角
形 

・ 紙を折って垂直をつくろ

うとしている。 
・ 紙を折って平行をつくろ

うとしている。 
・ 身の回りから、垂直や平

行なものを探そうとして

いる。 
・ いろいろな四角形を、そ

の特徴に応じて仲間分け

しようとしている。 

・ 角の大きさに着目して、

直線の交わり方について

考えている。 
・ 垂直や平行の機能的なよ

さについて考えている。 

・ 垂直を弁別することがで

きる。 
・ 垂直な直線をひくことが

できる。 
・ 平行の弁別することがで

きる。 
・ 平行な直線をひくことが

できる。 

・ 垂直の概念を理解してい

る。 
・ 垂直な直線をひくときの

三角定規の使い方を理解

している。 
・ 平行の概念を理解してい

る。 
・ 平行な直線の間の距離は

一定であること、平行な

直線は他の直線と等しい

角度で交わることを理解

している。 
・ 台形、平行四辺形の概念

を理解している。 

三
角
形
の
角
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う 

・ 三角形の内角の和を求め

るのに、いろいろな方法

で調べようとしている。 

・ 三角形の内角の和の大き

さをもとにして、多角形

の内角の和の求め方を考

えている。 

・ 計算で三角形の内角の大

きさをを求めることがで

きる。 
・  

・ 三角形の内角の和は１８

０°、四角形の内角の和

は３６０°であることを

理解している。 

円
周
と
円
の
面
積 

・ 円周と直径の長さを調べ

ようとしている。 
・ 円周率や円周の長さなど

を既習を活用して調べよ

うとしている。 

・ 既習内容と関連づけて円

周の長さの求め方を考え

ている。 
・ 円周の長さを求める式を

円周と直径の関係から考

えている。 

・ 調べた結果から円周の長

さは直径の何倍かを求め

ることができる。 
・ 円周や直径の長さを求め

ることができる。 

・ 円周率の意味を理解して

いる。 
・ 直径の長さが２倍、３

倍、・・・になると、円周

も２倍、３倍、・・・にな

ることを理解している。 
・ 目的に応じて円周率を３

として用いて処理する場

合があることを理解して

いる。 

百
分
率
と
グ
ラ
フ 

・ 数量を比べるときに、全

体と部分の考えを用いよ

うとしている。 
・ 百分率やそれに関する計

算を日常自称の考察や処

理に用いようとしてい

る。 
・ 資料の数量の割合を帯グ

ラフや円グラフに表そう

としている。 
・ 身の回りから割合が使わ

れているものを探そうと

している。 

・ 数量の比較をするとき

に、全体と部分の関係と

とらえて、比べ方を考え

ている。 
・ 基準量を求める式を導く

のに、比較量を求める式

に着目して、考えている。 
・ 全体に対する部分の割合

は、その大きさを面積に

置き換えると、大小の関

係が見やすくなることを

見出している。 

・ 割合を百分率で表した

り、百分率で表された割

合を小数で表したりする

ことができる。 
・ 比較量を求めることがで

きる。 
・ 基準量を求めることがで

きる。 
・ 帯グラフや円グラフをか

くことができる。 
・ 既習の計算ができる。 

・ 百分率の表し方を理解し

ている。 
・ 帯グラフ、円グラフの読

み方を理解している。 

 


